
小 学 校 

大会主題   「主体的・対話的で深い学びの実現に向けた体育学習の展開」 

研究主題   「主体的に学びに向かい，『声と汗』があふれる体育学習に取り組む児童の育成」 

～深い学びの実現を目指して～ 

 

Ⅰ 研究の概要 

１ 主題設定の理由 

（１）今日的な課題から 

これからの社会は，生産年齢人口の減少，グローバル化の進展や絶え間ない技術革新等により，社会構造

や雇用環境が大きく，また急速に変化し，予測が困難な時代になっていくと考えられる。子供たちがこの変

化の著しい社会を生きていくためには，より良い社会と幸福な人生の創り手となる力を身に付けられるよう

にすることが重要であり，その力こそが「生きる力」であることを改めて捉え直さなければならない。しか

し，習得した知識及び技能を活用して課題を解決することや，学習したことを相手に分かりやすく伝えるこ

と等に課題があることが指摘されている。また，たくましく生きていくために欠かすことのできない健康や

体力においては，運動する子供とそうでない子供の二極化傾向の解消も求められている。 

   そこで，新学習指導要領では目標及び内容を，「知識及び技能」，「思考力，判断力，表現力等」，「学びに向

かう力，人間性等」の３つの柱で整理し，「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善の必要性を

示している。 

   本県においては，第２期の「新 みんなで取り組む『教育立県ちば』プラン」の施策３として「生きる力

の基本となる健康・体力づくりの推進」が示され，重点的な取り組みの方向性として「体力向上を主体的に

目指す子どもの育成」が掲げられている。これらの背景のもと，子供の健全育成には，人と関わり合いなが

ら，体力づくりを進めていくことが不可欠であると考える。 

そこで本校では，主体的に学びに向かう児童の育成に向け，体育科の研究を中心に進め，広めていくこと

とした。 

 

（２）学校教育目標から 

本校では教育目標を『よく遊び，よく学ぶ子の育成』と掲げている。めざす子供の姿として『やさしい子 

がんばる子 げんきな子』と示し，知・徳・体の調和のとれた児童の育成をめざしている。  

   重点目標の一つである，『げんきな子』を具体化すると，「健康や安全に気をつける子」「外で元気に遊ぶ子」

「ルールを守って楽しく運動する子」「進んで運動に取り組み，力一杯活動する子」となる。本研究で掲げて

いる「主体的に学びに向かう」とは，『よく遊び，よく学ぶ子の育成』であり，具体的に目指す子供の姿その

ものでもある。従って本研究主題の追究を通して，学校教育目標の具現化を図っていく。 

 

（３）児童の実態から 

   本校では，業間休みや昼休みに積極的にグラウンドに出て過ごす児童が多い。特設の陸上部には５，６年

生の９割以上の児童が取り組んでいる。通年の体操部，ソフトバレーボール部には４，５，６年生の７割以

上の児童が参加しており活気にあふれている。一方で，正課体育の時間以外は運動の機会が少ない児童がい

たり，外遊びや運動を好まない児童がいたりと，本校においても運動する子供とそうでない子供の二極化が

みられ，その解消に向けた取り組みが課題となっている。 

新体力テストについて近年の結果をみると，向上傾向が見られる。しかし，握力，５０ｍ走，ボール投げ

において課題があり，重点を置き取り組んでいかなければならない。また，児童の体格を全国平均と比べて

みると,男女ともに身長が下回っている。一方，体重は上回っており，中等度肥満，軽度肥満の割合が高い状

況にある。肥満が要因となって運動意欲や習慣が低下しないように留意していく必要がある。 

全校児童を対象に行った運動有能感測定によると，「統制感」においては，学年が上がるにつれて特に低く

なっており，「受容感」も全体的に低い。このような実態から，児童が友達や指導者との関わりを大切にしな

がら，課題を達成するために，どのような手立てがあるか考えられるようにすることで，主体的に体育学習

に取り組む児童の育成を図っていきたい。そこで，平成２９年度より「自分のめあてをもち，自ら進んで体

育学習に取り組む児童の育成」と研究主題を設定し，体育研究に取り組んできた。 



２ 主題について 

（１）「主体的に学びに向かい」とは 

平成２９年度の研究では「自ら進んで」体育学習に取り組む児童の姿について追究し，「めあて」と「関わ

り合い」を柱に実践を行った。研究主題にある「主体的に学びに向かい」とは，その２つの柱を引き継ぎ， 

   〇動きができるようになるための手立てとして，「めあて」をもって学習に取り組んでいること 

   〇友達や指導者と「関わり合い」をもって学習に取り組んでいること 

  の２つを指し示している。 

 

（２）「めあて」とは 

本研究では，「課題認識」   

「実態認識」「方法認識」の            

３つの認識を大切にするこ  

ととした（体育科教育「体  

育の『見方・考え方』 その  

内実を問う」）。運動の課題    

（運動特性）を児童が把握   

し，理想の姿をつかむ。さら  

に，現状の運動のできばえを 

把握し，どういった部分に気 

をつけるのか，ということを 

めあてとして取り上げるよ 

うにする。千葉県学校体育要 

覧では，「めあて学習」について 

「①『自己決定の難しさ』が内在することに加え，②自己決定を支えるための教師のきめ細やかな指導が不十

分になりがちなところが見られるため，その指導が特に重要になってくる。」とある。そこで，①については

児童が特性や自分の実態を捉えられるような手立て（仮説１ 手立て１），②については設定しためあてに対

して，どういった手段・練習を行えば良いのかを示すこと（仮説１ 手立て２），を大切にしている。 

  そこで，本研究では以下のように発達段階ごとに「めあて」の立て方を考え，取り組んでいる。 

    

低学年･･･取り組み方や，やってみたい遊びを「めあて」としてとらえる。「運動遊び」の良さを活かすた

めにも，振り返り活動や取り組みの中での気付きを大切にする。 

※「運動遊び」とは，『児童の発達の段階を踏まえ，ねらいとする動きを遊びの要素を取り入れて行う

ものであり，児童が成功体験を得やすいように課題やルール，場や用具等が緩和された･･･』とある。

また，『低学年では，全ての児童が，運動遊びを楽しく行うことができるようにすることにより，運

動遊びに意欲的に取り組み，知識及び技能を身に付け，その結果として体力の向上につながること

を意図している。』とある。（小学校学習指導要領解説 体育編 文部科学省 2017） 

   中学年･･･児童の実態や動き・技のポイントから考えられるめあてを提示し，選択してもよいこととする。 

   高学年･･･中学年の流れをおさえつつ，より自分の「現状の運動のできばえ」を意識した手立てや取り組み

方をめあてとして立てられるようにする。 

 

   さらに，めあての焦点化，意識化を図るためにも，めあてを伝え合う場や活動場面での「問い返し」を行

う。「何に気を付けているのか」「そのためにどんな手立てを考えているのか」等について「問い返し」を行

うことで，よりはっきりしたイメージを児童がもてるようにする。さらに，「めあて」が適切なものであるか

について教師が必要に応じて「みとり」を行う。「めあて」があまりにも難しすぎたり，簡単すぎたりする場

合に，十分な活動や成果を期待することは難しい。そこで，学習カード・ノート等を活用したり，活動の様

子を観察したりすることにより「みとり」を行い，実態とはかけはなれためあてを設定している児童に対し

て「めあての修正」を図っていく。 

 

資料１ 主体的に学びに向かうための，めあての設定（仮説１ モデル） 



（３）「関わり合い」とは 

平成２９年度，全国体力・

運動能力，運動習慣等調査結

果において，体育の授業で

「できなかったことができ

るようになった」きっかけや

理由として，「友達に教えて

もらった」という答えが最も

多く，友達同士の関わり合い

の有効性，重要性が示されて

いる。 

また，「わかる」と「できる」

を結びつけるためには，考え

る視点，さらには出来ばえを

客観化できる手立てが必要

となる。そこで，本研究では「関

わり合い（特に友達同士）」に

重点を置いている。具体的には，次の４点を具体的な活動ととらえている。『①応援の活動 ②補助の活動 

③口伴奏 ④事実の指摘』（清水「シンプルで子どもが伸びる体育の授業づくり」2011） 

これらの活動を充実させるにあたっては，意図的なグルーピングの工夫が求められる。そこで，グループ

内等質・異質（以下『等質グループ』，『異質グループ』）のよさを意識しながら，それぞれ使い分けていく。 

『等質グループ』は，技能が同じくらいの児童でグルーピングされることが予想される。同じような課題

をもち，同じ目線で学習を進めることができるため，活発な関わり合いが期待できる。一方，実態に対して

適切な課題・手立てが設定できない場合は，関わり合いが停滞してしまうことも考えられる。 

『異質グループ』は，技能に差がある児童が集まるため，様々な目線からのアドバイスが期待でき，活発

な関わり合いが期待できる。一方，アドバイスをする児童とされる児童が固定化されてしまい，関わり合い

が一方通行になってしまうという不安もある。この点については，具体的な４つの活動の内，『④事実の指摘』

が効果的であると考える。グループ内で話し合い，観察する視点を明確にすることにより，全ての児童が積

極的に関われるようにする。 

以上の点を踏まえ，それぞれのグループを意図的に編成し，効果的な関わり合いができるようにしていく。

もちろん，児童にとっては指導者との関わりも重要な要素である。先述の「みとり」についてもそうである

が，視点を与えたり，気付きを促したりするように指導者が積極的に関わっていくことが大切である。 

 

（４）「声と汗」とは 

   本研究では，学習規律を基盤とした，「めあて学習」「関わり合い」に重点を置いた学習を行うことで，児

童に主体的に関わった深い学びがなされることを「声と汗」と捉えている。単に「運動量」を表しているの

ではなく，新学習指導要領でいう「主体的・対話的で深い学び」の「深い」に当てはまるものと考えている。

具体的に示すと，以下のような児童の姿を理想としている。 

 声 汗 

低学年 
友達の良い動きを見付けたり，自分の成功体験

を進んで伝えたりする。 

様々な場や動きに挑戦する。繰り返し同じ場や

動きに取り組む。 

中学年 
友達の動きや自分の成功体験からコツやアド

バイスを見付け，共有しようとする。 

共有したコツやアドバイスを活かしながら，積

極的に活動に取り組む。 

高学年 
単元の見通しをもち，自分たちに合った課題を

見付ける。 

単元の見通しをもち，練習方法を工夫したり，

活動の場を選んだりしながら取り組む。 

 

 

 

 

資料２ 関わり合いを充実させるための手立て（仮説２ モデル） 

資料３ 「声と汗」の発達段階における理想の姿 



３ 研究の目的 

 児童が主体的に学びに向かうようにするため，めあての設定の仕方や，活発な関わり合いをもてる工夫・

改善を，体育科の授業実践を通して明らかにする。 

 

４ 研究の仮説 

（仮説１） 

 自分に合っためあてをもたせ，そのめあてに対する解決方法を理解できるような工夫をすれば，児童が

主体的に体育学習に取り組むことができるだろう。 

  ①めあてをもたせるための手立て 

・学習のねらいや見通しを示すためのオリエンテーションの充実 

・理想の姿を示すための学習資料 

・自分の実態を把握させるための試しの運動，視聴覚教育機器 

  ②解決方法を理解させるための手立て 

   ・パワーアップタイムによる基礎感覚づくり 

   ・つまずきに気付かせるための，学習資料や視聴覚教育機器の活用 

   ・段階的な練習方法を示すための学習資料の活用や共通課題の設定 

 

（仮説２） 

 関わり合いを充実させる工夫をすれば，児童が「できる」，「わかる」喜びを味わい，深い学びが実現され

るだろう。 

  ③関わり合いを充実させるための手立て 

   ・めあてを伝え合い，共有するための場の設定や問い返し 

・「わかる」から「できる」ための口伴奏の活用 

・「できる」から「わかる」ための意図的なグループ編成（グループ内等質・異質）や役割の設定，視聴覚

教育機器の活用 

 

（視聴覚教育機器の活用について） 

視聴覚教育機器については，様々な活用方法が考えられる。以下のように，活用のポイントをおさえ，ね

らいや発達段階に応じて効果的な活用を図る。 

タイプA 理想の姿を示す（仮説１①） 

タイプB 自分の実態を知り，めあての設定に活かす（仮説１①） 

タイプC 自分のできばえを確認するとともに，めあての修正に活かす（仮説１②） 

タイプD 関わり合いのための手段（仮説２③） 

 

５ 研究の方法 

（１）仮説検証授業 

  ①実践領域について 

   平成２９年度の課題から，「運動の系統」を大切にすることで，児童が「めあて」をつかみやすくなり，「関

わり合い」も活発になるだろうと考えた。そこで，「運動の系統」がはっきりしていると考えられる「器械運

動領域」に絞り研修を進めてきた。 

   さらに，令和元年度より，部会研修を「低学年部会」，「中学年部会」，「高学年部会」から「マット運動部

会」，「鉄棒運動部会」，「跳び箱運動部会」と改め，学年をこえて，より系統を大切にした実践を進めること

ができるようにした。 

   

 

 

 

 

 



②学習の流れのモデルプラン 

   本研究では単元計画のモデルプランを示すことにより，全職員間の共通理解が得られるとともに，児童の

実態や発達段階，指導者の思い等を考慮しながら選択，変更できるようにした。 

  学習の流れA 

 

 

 

 

 

 

 

 

  学習の流れB 

 

 

 

 

 

 

 

 

  学習の流れC 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）理論研修 

①運動の系統とその支援の方法について 

②運動，健康への関心を高める手立てについて 

③ユニバーサルデザインの視点からの支援の工夫 

④教材教具の活用について 

⑤体力向上に向けた取り組みについて 

（３）実技研修 

（４）調査研究（運動有能感調査，形成的授業評価，その他） 

※運動有能感調査については，特に「統制感」「受容感」について調査・分析を深める。 

（５）他校授業参観 

 

 

 

 

 前半 後半 まとめ 

オリエンテー

ション 

 

 

 

 

健康観察・準備運動 発表会 

パワーアップタイム 

できる技に取り組む 

・繰り返したり，組み合わせたりする 

・条件を変える 

できそうな技に挑戦する 

・簡単な場や補助 

振り返り，本時のまとめ，次時への見通し，整理運動，健康観察 

 前半 後半 まとめ 

オリエンテー

ション 

 

 

 

 

健康観察・準備運動 発表会 

パワーアップタイム 

共通課題 できる技に取り組む 

・繰り返したり，組み合わせたりする 

・条件を変える 

できそうな技に挑戦する 

・簡単な場や補助 

振り返り，本時のまとめ，次時への見通し，整理運動，健康観察 

 前半 後半 まとめ 

オリエンテー

ション 

 

 

 

 

健康観察・準備運動 発表会 

パワーアップタイム 

できる技に取り組む 

・繰り返したり，組み合わせ

たりする 

・条件を変える 

発表会に向けた活動 

（集団演技・演技会） 

できそうな技に挑戦する 

・簡単な場や補助 

振り返り，本時のまとめ，次時への見通し，整理運動，健康観察 

資料４ 学習の流れのモデルプラン 



６ 研究の組織 

研究推進委員会 
 

全体研修 
 

一般研修 
  

  

    

部 

会 

研 

修 

 

マット運動部会 

 

 

 

 

 

 
体
力
向
上
委
員
会 

体力向上 

指導部 

正課体育における系統，主にパワーアップタ

イムの内容や，それぞれの動き・技の支援方

法等について検討する。 

調査広報部 

授業評価，アンケート調査等について準備，

実施する。また調査結果をまとめる。体育便

りを発行する。 
 

鉄棒運動部会 

 

 特別支援部 

インクルーシブ教育の具現化を図る。交流学

級児童への効果的な支援の仕方やユニバーサ

ルデザインの手立てを考える。  

跳び箱運動部会 

 

 

環境整備部 

体育環境の整備を行う。グラウンド，体育倉

庫（中・外）のデザイン作成及び，整備を行

う。また，必要に応じて用具の作製を行う。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ⅱ 研究の実際 

１ ３年間の取り組み 

平成２９年度より，千葉県学校体育研究大会に向けて体育科の研究を始めた。初年度は「自分のめあてをもち，

自ら進んで体育学習に取り組む児童の育成」を研究主題とし，全運動領域を通して研究に取り組んだ。講師を招

き，理論研修を実施するなかで，体育学習について理解を深め，「めあての設定」と「関わり合いの充実」を意識

して授業研究を行った。特に，どういった「めあて」を設定させ，どのように振り返らせるかに焦点をあてた。

各発達段階に応じて，「めあて」を選択させたり，学習資料をヒントに作成させたりすることで，自分が気を付け

る具体的な動きのポイントをめあてとしてたてさせた。またグループづくりや「口伴奏」を活用することで活発

な関わり合いを促すことができた。一方で，より明確なめあてを設定できるようにするために，動きや技の系統

を明確にしていくことや，それに応じた学習資料の用意などが必要であること等が，課題としてあげられた。 

これらの課題を受けて平成３０年度は，系統を大切にして研究を進めるために，器械運動領域に絞り，研究主

題を「主体的に学びに向かい，『声と汗』があふれる体育学習に取り組む児童の育成」と設定した。その結果，児

童のめあてを意識化，焦点化するための指導者の関わり方，主体性を育むための単元計画の立て方，オリエンテ

ーションの充実のさせ方といった点を深めることができた。また，準備運動・整理運動，パワーアップタイムに

ついて本校のスタンダードができあがった。一方で，低学年の「運動遊び」においては，めあてだけではなく，

振り返り活動を充実させていくことの大切さや，課題解決のための方法の示し方，主体性を高めるための工夫に

ついて，深めていくことが課題となった。系統を大切にしていくための工夫についても求められた。 

 そして，令和元年度は，これまでの取り組みを継続しつつ，浮きぼりとなった課題解決に向け，サブテーマを

「深い学びの実現を目指して」と設定し，各学年による部会研修を，マット・鉄棒・跳び箱の領域部会として再

編成し，研究を進めている。 

 

２ 研究仮説について 

 （仮説１） 

 自分に合っためあてをもたせ，そのめあてに対する解決方法を理解できるような工夫をすれば，児童が

主体的に体育学習に取り組むことができるだろう。 

  ①めあてをもたせるための手立て 

   ○児童に見通しをもたせる単元設定とオリエンテーションの充実（３年 マット運動） 

    単元のはじめにオリエンテーションの 

時間を設定し，学習の進め方や動きについ 

て確認した。特に単元を通して行う「歌声 

マット」の行い方を示すことで，児童は見 

通しをもち，具体的にどういった技に挑戦 

したいかを考え，めあてをたてることに役 

立てた。また，繰り返したり組み合わせた 

りするという，活動のねらいにも気付き， 

安定した動きを意識する児童が見られた。 

形成的授業評価からも，単元を通して 

「意欲，関心」「学び方」因子について高い評価となった（資料５）。児童の学習に取り組む姿や学習カ 

ードからも，めあてをもち，積極的に活動を行う姿が見られた。 

 

○自分の実態を把握するための視聴覚教育機器の活用（６年 とびばこ運動） 

 視聴覚教育機器を活用して自分の動きをチェック 

したことで，実態の把握に役立った（資料６，７）。 

提示した技のポイントと比較することで，技をより 

高めるための手立てに気付くことができた。 

 また，学習の成果を感じられない児童に，視聴覚教 

育機器を用いて指導者が関わることで，より技能の 

高い技に挑戦するきっかけになった。自己の技能の 

高まりに気付かず，簡単すぎるめあてを設定していた 

ためであり，「みとり」による「めあての修正」を行う 

ことで，自信をもって発展的な技に取り組ませることができた。 

2.7

2.8

2.8

2.9

2.9

3.0

3.0

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

意欲・

関心

学び方

資料５ 形成的授業評価の変容（３点満点） 

資料６ 

視聴覚教育機器の活用の様子 

資料７  

教え合いの流れを示した掲示



  ②解決方法を理解させるための手立て 

 ○段階的な練習方法を示すための，学習資料の活用 

（２年 跳び箱を使った運動遊び）各場に，基本と 

なる動きがわかるように学習資料を掲示すること 

で，遊びを見つける時やうまくできなかった時の参 

考にできるようにした（資料８）。学習を進めてい 

く中で，児童が見付けた「うまくできるコツ」や「ア 

ドバイス」を加えていくことで，めあて達成のため 

の手立てになるようにした。また，児童に身に付け 

させたい動き（手をついてのまたぎ乗り，手をつい 

ての跳び乗り）や意識させたい運動局面（両足踏み 

切り・着地，着手の位置），中学年で取り組む技 

（台上前転，開脚跳び）について，遊びを通して身 

に付けることができるように，６つの場を設定した（資料９）。 

 

   ○つまずきに気付かせるための，場や視聴覚教育機器の活用（４年 鉄棒運動）  

体や足を振る技では，扇形の振り幅を視覚化できる用  

具を用意した。また，足を振り上げたり，振動させたり  

する技に取り組むときに，振り上げの高さの目安となる 

ボールを活用した（資料１０）。 

また，視聴覚教育機器を利用し，お手本映像を常に確   

認できるようにすることで，自分の動きと比較し，つま  

ずきに気付くことができるようにした。これらの手立て 

により，自分の課題と，それに対する解決方法を意識す 

ることができるようになった。 

 

（仮説２） 

 関わり合いを充実させる工夫をすれば，児童が「できる」，「わかる」喜びを味わい，深い学びが実現され

るだろう。 

  ③関わり合いを充実させるための手立て 

○めあてを伝え合い，共有するための場の設定や問い返し（１年 鉄棒を使った運動遊び） 

活動の前に，全体でめあてを確認する場を設けた。なぜそのめあてにしたの

かを，指導者が問い返すことにより，自分の今日頑張ることをさらに明確にさ

せることができた。また，活動中も自分のめあてや，見てほしいところを口で

伝えるようにした。「遊びの各場」では掲示物を用意し，「自分が今日できるよ

うになりたい忍法」に磁石を貼るようにした（資料１１）。自分がそれぞれの場

でどんなめあてをもって取り組むのか，友達がどんなめあてをもって取り組ん

でいるのか，視覚的に分かるようにすることで，常にめあてを意識して取り組

むことができた。 

 

   ○「できる」から「わかる」ための意図的なグループ編成や役割の設定                    

                          （５年 マット運動） 

    単元後半から取り組む「課題マット」で  

は，異質グループで同じ演技構成の連続 

技を行った（資料１２）。一つの技につい 

て３～４つ ほどのチェック項目を設け 

た。また，そのチェック項目をもとに，グ 

ループの友達の演技を見て採点すること 

で，事実の指摘を行い，活発に関わり合う 

ことができた。 

資料９ 

またぎ乗りを身に付けさせるための場 

資料８ 

基本となる動きの掲示物 

資料１０ 扇形の用具，ボールの活用 

資料１１ 

めあてを確認する掲示物 

資料１３ 

チェック項目を示した，マ

ット採点カード 

資料１２  

課題マットに挑戦する様子 



３ 仮説検証授業について 

（１）第１学年１組 

①単元名 器械・器具を使っての運動遊び「マットを使った運動遊び」 

 

②単元計画 

学 

習 

の 

流 

れ 

時
間 

はじめ なか まとめ 

１ ２ ３ ４ ５ ６本時 ７ 

0 

 

 

10 

 

 

20 

 

 

30 

 

 

40 

45 

オリエンテーシ

ョン 

１学習内容の確

認 
２ 学習の約束 
（マットの準備・

片付け，安全に

ついて等） 
３基礎・基本的な

動きの確認 
（動きに言葉を

つけて提示） 
４「お話マット」

について 
５パワーアップ

タイムの動き

の確認 

健康観察・準備運動 

パワーアップタイム 

（感覚づくりの運動） 

①頭の入れ起こし・体のしめ・体のそらし 

②体のしめ・体の反らし・頭の入れ起こし・柔軟性・重心移動 

③体の反らし・頭の入れ起こし・あふり ④腕支持・体の反らし・柔軟性・バランス 

⑤ゆりかご                 ⑥あふり・体のしめ・体の反らし・バランス 

⑦あふり・体のしめ・体の反らし 

（折り返しの運動） 

ケンケン・両足ジャンプ・ケングー・ケンパー・スキップ・大股走・手足走り・うさぎ跳び 

アザラシ歩き・クモ歩き 

 

 
 

 

 川跳び※５時のみ 

 壁登り逆立ち 

前転がり 後ろ転がり 横転がり 

川跳び※４時より 

 

 

 

お話マットの発

表会 

振り返り・本時のまとめ・整理運動・健康観察 

 

③指導の実際 

手立て１ めあてをもたせるための手立て 

  ・オリエンテーションでは，本単元で行う基本的な動きに言葉を付けて提

示することで，イメージや親しみをもって活動に取り組めるようにする。

例えば，「前転がり」は「クルリンパ」，「支持での川跳び」は「川をとび

こえ」のように示す。 
   ・本単元を通して，上記の言葉をつけて提示した動きに何度も取り組んだ

り合わせたりし，一つのお話を，マットを使った運動遊び「お話マット」

で表現できるようにする。身に付けた動きを活用できる場として設定す

ることで，児童が主体的に学習に取り組めるようにする（資料１４）。 

 手立て２ 解決方法を理解させるための手立て 

・準備運動，パワーアップタイムでは様々な動きを取り入れた活動を行うことで，体を動かし「腕支持感

覚」，「体幹の締め感覚」，「逆さ感覚」等の基礎感覚作りを行う。また，ゆりかごや背支持倒立等の基本

的な動きにも取り組ませる。その際，動物の動きに例えたり，ゲーム性をもたせたりすることで，繰り

返し取り組み，動きのポイントをつかめるようにする。 
 

手立て３ 関わり合いを充実させるための手立て 

・１時間の最後に設定する，振り返りの場を充実させる。できるようになっ

たことだけではなく，取り組み方，細かな動きのポイント等について意識

できている児童を取り上げ，「わかる」を共有し，「できる」につなげられ

るようにする。 
・活動２では，言葉をつけて提示した動きを活用した「お話マット」を中

心に学習を進めることで，グループ内で声をかけ合いながら活動でき

るようにする。そのことで関わり合いを重ね，深い学びの実現を図る（資料１５）。 

資料１４ 動きのポイント 

を口伴奏で示した資料 

資料１５ グループで話し合

い，お話マットを行う 

ねらい１ きほんてきなうごきにちょうせんしよう。 

ねらい２ おはなしマットにちょうせんしよう。 



④本時の指導（６／７） 

過

程 時間 学習内容と活動 本時における仮説との関連 

は

じ

め 

１分 
２分 
９分 

１ 挨拶・健康観察 
２ 準備運動 
３ パワーアップタイム 
（感覚づくりの運動） 
 ①頭の入れ起こし・体のしめ・体の反らし 
 ②体のしめ・体の反らし・頭の入れ起こし・柔

軟性・重心移動 
 ③体の反らし・頭の入れ起こし・あふり 
 ④腕支持・体の反らし・柔軟性・バランス 
 ⑤ゆりかご 
 ⑥あふり・体のしめ・体の反らし・バランス 
 ⑦あふり・体のしめ・体の反らし 
（折り返しの運動） 
 ・手足走り   ・うさぎ跳び 
 ・アザラシ歩き ・クモ歩き 

 
 
 
 
 
□準備運動，パワーアップタ

イムでは様々な動きを取り

入れた活動を行い，「腕支持感覚」「体幹の締め感

覚」「逆さ感覚」等の基礎感覚づくりを行う。そ

の際，動物の動きに例えたり，ゲーム性をもたせ

たりすることで繰り返し取り組み，動きのポイン

トをつかめるようにする（手立て２）。 
 
 
 
 
□共通課題として「壁登

り逆立ち」に取り組

み，基礎・基本的な技

能の習得に努める。その中で，段階的な練習方法

や動きのポイントについて理解させ，自信をもっ

て取り組めるようにする（手立て２）。 
□補助的な場として肋木を，発展的な場として手の

位置の目安になるビニールテープをはったマット

を用意する（手立て２）。 
□口伴奏を利用して取り組ませることで，友達との

関わりを深めさせ，動きのポイントやコツを意識

できるようにする（手立て３）。 
□練習した動きを「お話マ 

ット」で表現すること  

で，主体的に取り組める  

ようにする（手立て１）。 
 

□「お話マット」で，グループの友達と関わりをも  

たせるようにする（手立て３）。 

                 

□活動を振り返り，工夫した取り組み方や，細かな動

きのポイント等を共有する（手立て３）。 
 

な

か 

13分 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

13分 

４ 活動１ 共通課題 
 
 
・段階を踏んで，壁登り逆立ちに挑戦

する。 
①かえるの足打ち 

 ②かえる逆立ち 
③壁登り逆立ち  
○壁登り逆立ちで１０数える 
○壁登り逆立ちでジャンケン  
○壁登り逆立ちから，片手支持 
 
 

５ 活動２ お話マット 
 

 
 
・今日の「お話マット」で挑戦する動

きを確認する。 

前転がり→後ろ転がり→背支持倒立 

→横転がり→壁登り逆立ち 

・順番を変えたり，別な動きを取り入

れたりしてもよいことを確認する。 
・グループ内でペアをつくり，2人は

お話を読む。2人は，読んだお話に

合わせて動く。 

お

わ

り 

５分 
 
 
 

２分 

６ 振り返り 
７ 学習のまとめ 
 ・本時の学習の振り返りを学習カード 

に記入する。 
８ 整理運動・健康観察・号令 

かべのぼりさかだちができるようにしよう。 

おはなしマットにちょうせんしよう。 



⑤結果と考察 

ア 実態の変容（各学年の重点とする運動ができた児童の変化）［在籍２９名］ 

各学年の重点とする運動についての変容 学習前 学習後 

壁登り逆立ち ７名 ２０名 

 

イ 形成的授業評価 

資料１６は，本単元における形 

   成的授業評価の推移を示したも 

   のである。 

単元前半は，全体的に上昇傾 

向が見られた。しかし，第５時で  

ほとんどの因子が下がってしま 

った。これは，第５時から共通課  

題として取り組んだ「壁登り逆立 

ち」に起因すると考えられる。前 

時までの回転系ではなく倒立系 

の動きがメインになったため恐 

怖心を感じたのだろうと考えら  

れる。単元を通して，様々な感覚 

を養うためにパワーアップタイ 

ムを設定したり，第４・５時に「川 

跳び」を扱ったりしたが，児童が「もっとやってみたい」と思えるような手立てを講じる必要がある。 

単元後半は，また上昇傾向が見られた。特に「関心・意欲・態度」因子については単元前半よりも伸び

が見られる。「お話マット」の活動にも慣れ，進んで取り組むことができた成果であったと考える。 

 

ウ 成果と課題 

○基本的な動きに言葉をつけて提示したことで，児童がイメージをもち，学習に楽しんで取り組むこと

ができた（仮説１①）。 

○単元を通して基礎感覚を養うパワーアップタイムや共通課題として「活動１」を行ったことは，運動

に親しむよい機会となった。様々な動きに挑戦したり，繰り返し取り組んだりする場となった。また，

入学後間もない１年生にとって，体育学習での活動の仕方を確認する場としても，共通の課題で取り

組んだことは効果的であった（仮説１②）。 

○「お話マット」を単元を通した活動として設定したことで，継続し

て取り組んでいるうちに，自然と自分から進んで取り組む姿が見ら

れるようになった。一緒に活動を作り上げることで，友達の良いと

ころを見つけ出したり，自分の成功体験を伝えたりする場となった

（資料１７）（仮説２③）。 

▲入学後間もない１年生にとって，集中できる時間が短かった。その 

ことを念頭に置き，褒めたり，新しい技を与えたり，より難しい場 

で取り組んだり，みんなの前で発表したりして児童の集中力が継続  

できるようにする必要があった。オリエンテーションについては， 

低学年の実態に合った形を考えていく必要がある。第１時に行うだけではなく，毎時間繰り返し確 

認していくことが必要である（仮説１①）。 

▲運動に親しみながら「逆さ感覚」，「腕支持感覚」を身に付けていくために，より効果的に補助的・発

展的な場で取り組ませる必要があった。児童の技能や取り組み方をみとりながら，積極的に遊びの場

を活用できるようにする（仮説１②）。 

    ▲動きのポイントを意識しながら活動している児童や，大きな声で口伴奏をしているグループなど，お

手本になる取り組み方を紹介することで，より主体性を伸ばすことができたと考える（仮説２①）。 

 

資料１６ 形成的授業評価（３点満点） 

1.0

1.1

1.2

1.3

1.4

1.5

1.6

1.7

1.8

1.9

2.0

成果

意欲・

関心

学び方

協力

２ ３ ４ ５ ６ ７ 

資料１７ 「お話マット」の

動きについて振り返る 



 

（２）第４学年１組 

①単元名 器械運動「跳び箱運動」 

 

②単元計画 

 

③指導の実際 

手立て１ めあてをもたせるための手立て 

・オリエンテーションでは，取り組む技や学習の進め方などを示   

し，活動の見通しをもてるようにする。また，技ができる前と  

後の様子を写した写真をもとに，できるようにするための場の 

工夫や活用できる補助具について話し合い，自分のめあてにつ 

いての解決方法をイメージできるようにする。 

・「開脚跳び」，「台上前転」についての資料を，「助走」，「踏み切  

り」，「着手」，「着地」といった局面ごとに示す。児童の振り返りをもとに，技のポイントについての口

伴奏や気を付ける点を確認することで，めあてをもつ一助となるようにする（資料１８）。 

  手立て２ 解決方法を理解させるための手立て 

・パワーアップタイムで折り返しの運動を行ったり，単元の前半で台上前転  

に関わる簡単な場を用意し，繰り返し取り組むことができるようにする   

ことで，腕支持感覚や逆さ・回転感覚を身に付けさせる。また，段階的な 

練習方法を示し取り組ませることで，積極的に主運動や単元後半の活動 

に取り組めるようにする（資料１９）。 

  

手立て３ 関わり合いを充実させるための手立て 

   ・活動の前に，めあてを確認する場を設定する。技のポイントや気を付けるこ   

とについて，友達と共有することで，それぞれのめあてを意識しながら活動 

に取り組めるようにする。 

・ペアや３人組を意図的に編成し，活動に取り組ませる。少人数での活動によ 

り，それぞれのめあてに合った場や練習方法を柔軟に選べるようにする 

（資料２０）。 

学

習

の

流

れ 

時 
間 

はじめ なか まとめ 
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７本時 ８ ９ 

0 
 
 
 
 

10 
 
 
 
 

20 
 
 
 

30 
 
 

40 
 

45 

オリエンテ

ーション 
１動画を視

聴し，技

を知る 
２学習課題

の確認 
３学習の進

め方 
４学習のき

まり・め

あての立

て方 
５パワーア

ップタイ

ムの進め

方 

健康観察・準備運動 

演
技
会
を
行
い
，
学
習
を
ま
と
め
る 

パワーアップタイム 
・頭の入れ起こし・ゆりかご・背支持倒立・かえる逆立ち・かえるの足打ち 
・動物歩き・うさぎ跳び・支持でのまたぎ乗り，下り（※開脚跳び 第６時以降） 
試しの運動 

・開脚跳び 

・台上前転 

・かかえ込み跳

び 

 

 

 

・狭い場所での前転，高い場所への前転 

・ステージへの踏み切り 

・踏み切り板を使った台上前転 

 

 

 

・高い場所への前転 

・様々な高さの跳び箱 

・距離調節器を利用した場 

 

 
 

・支持で跳び上がり，下りの場 

・様々な高さの跳び箱 

 
 
 

・開脚跳び，台上前転 

 かかえ込み跳び，大きな開脚跳び，大きな台上前転 

・様々な高さの跳び箱 ・調整板を利用した場 

・ゴム紐などの補助具を使った場 

   振り返り・次時への見通し・整理運動・健康観察 

資料１８ 児童から出た言葉や  

     音で表現した口伴奏 

［出典：跳び箱運動の指導法 小学館］ 

資料１９ パワーアップタ 

イム・背中を丸める練習 

資料２０ ペアで活動前

にめあてを共有し，練習

の場や練習方法を選ぶ 

ねらい１  
技のポイントに気を付けて，台上前転に
挑戦しよう。 

ねらい１ 
台上前転のポイントを知ろう。 

ねらい２  
できそうな技を選んで挑戦しよう。 

ねらい２  
開脚跳びのポイントを知り，挑戦しよう。 



④本時の指導（７／９） 

過

程 時間 学習内容と活動 本時における仮説との関連 

は

じ

め 

１分 
 
２分 
 
 
 
 
７分 
 
 
 

１ 挨拶・健康観察 
 
２ 準備運動 
 ・屈伸 ・伸脚 ・肘回し  
 ・肩甲骨伸ばし ・体側伸ばし 
 ・手首足首   ・首回し 
 
３ パワーアップタイム  
・頭の入れ起こし ・ゆりかご 
・背支持倒立    ・かえる逆立ち 
・かえるの足打ち 
・動物歩き     ・うさぎ跳び 
・支持でのまたぎ乗り，下り  
・開脚跳び 

□それぞれの動きのポイントをおさえながら取り組

むことで,基礎感覚を身に付けさせる（手立て２）。 
 
 
 
 
 
 
□口伴奏を活用しながら動きや技のポイントを意識

できるようにする（手立て２)。 
 
 

 

 
 
 
 
□どの局面を意識して取り組むか，ペアや３人組で

伝え合い共有する。その後，全体で確認し，数名

にその手立てを

聞く。問い返し

をすることでポ

イントを意識で

きるようにする

（手立て３）。 

 
 
 
□これまで取り組んだ，局

面ごとの技カード（掲示

用）をもとに，選んだ技，

気をつける局面，ポイン

トを学習カードに記入

し，意識できるようにす

る（手立て１）。 
 
 
 
 
 
 
 
 

な

か 

15分 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
15分 

 

４ 活動１ 
 
 
 ・口伴奏の確認 
 ・めあての確認 
 ・ペアや３人組でそれぞれのめあてに

あった場所を選びながら活動する。 
○高い場所への前転 

○様々な高さの跳び箱 

○調整板を利用した場 

 
５ 活動２ 
 
 
・活動２のめあてを確認する。 
・ペアや３人組でそれぞれのめあてに

あった場所を選びながら活動する。 
（技） 
 ○開脚跳び ○大きな開脚跳び 
○かかえ込み跳び 
○台上前転 ○大きな台上前転 

（活動の場） 
○様々な高さの跳び箱 
○調整板を利用した場 

お

わ

り 

５分 
 
 
 
 

 

６ 振り返り 
・学習の振り返りを学習カードに記入

する。 
・本時の学習から次時のめあてや見通

しをもつ。 
 
７ 整理運動・健康観察・号令 

 

技のポイントに気をつけて，台上前転に挑戦しよう。 

できそうな技を選んで挑戦しよう。 

あごを引いて 

グー・ビヨーン 

［出典：跳び箱運動の指導法 

        小学館］ 



⑤結果と考察 

ア 実態の変容（各学年の重点とする運動ができた児童の変化）［在籍２５名］ 

各学年の重点とする運動についての変容 学習前 学習後 

開脚跳び 縦５段 ８名 ２０名 

台上前転 縦４段 ８名 ２２名 

   

イ 形成的授業評価 

資料２１は，本単元における形成 

的授業評価の推移を示したもので 

ある。 

学習に対しての「意欲・関心」と 

「成果」の因子の傾向が似ている。 

このことは，第５時までに活動の技 

能が向上したことが考えられる。ま 

た，第６時で一時的に下がったの 

は，発展的な技の難しさから意欲や 

成果の評価が下がったためだと考 

えられる。第７時に再び上がったの 

は，補助具の活用や場の工夫と共 

に，できそうな技ができるようにな 

ってきた児童が増えてきたことに 

よると考えられる。 

「学び方」の因子は，単元全体を通して高いが，第５時においては下がっている。これは，技能の向上

が見られた単元前半に比べ，第５時において学習成果の実感がなくなったことに原因があると考えられる。

しかし，「みとり」により個別にめあての修正を行ったところ，第６時からは「学び方」因子の向上が見ら

れた。 

「協力」因子も単元を通して高く，友達との関わりを肯定的に考え，活動していたことがわかる。単元

後半になると，あと少しでできそうな基本技や発展的な技をどのような練習方法でアプローチするかにつ

いて話し合うペアも多くなった。このことで，第７時や第８時での評価が高まったと考えられる。 

 

ウ 成果と課題 

○「着手」や「着地」の際の「手型」や「足型」，腰を高く

あげるためのゴムを補助具として活用したり，手本とな

る局面ごとの技の資料を掲示したりすることで，個々の

めあてを意識した練習の場を選んだり工夫したりするこ

とができた。補助資料により，主体的に学習に取り組む

姿が見られた（資料２２）（仮説１①）。 

○局面ごとに提示した技のポイントをもとに，口伴奏を児

童と作成し共有できたことで，友達との関わりを苦手と

する児童に対する手立てとなった。また，できなくて困

っていることをどのようにすればできるようになるかを

ペア同士で思考する姿が見られるようになった。友達と

の関わりを通して思考の深まりも見られた（仮説２③）。 

▲単元を通して，個々のめあてをより意識させた活動にしていく必要があった。そのためには，関わり

合いのことも考慮して取り組む課題を１つに絞り，練習の場や方法を互いに確認できるようにしてい

く。そうすることにより，技能や学びが向上したと考える（仮説１①）。 

▲等質のペアや3人組で活動に取り組ませたことで，それぞれのめあてに合った場や練習方法を柔軟に

選ぶことができ，十分な運動量を確保することができた。しかし，さらに基本の技の完成度を上げる

ためには，異質のペア，グループでの取り組みも検討していく必要がある（仮説２③）。 

資料２１ 形成的授業評価（３点満点） 

1.0

1.2

1.4

1.6

1.8

2.0

2.2

2.4

2.6

2.8

3.0

成果

意欲・

関心

学び方

協力

資料２２ 手型・足型・鈴つきゴム 

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 



 資料２３ めあてと手立て 

 

（３）第５学年２組 

①単元名 【器械運動】鉄棒運動 

 

②単元計画 

③指導の実際 

手立て１ めあてをもたせるための手立て 

  ・児童が学習のまとめをする際に，本時の学習 
から次時のめあてと手立てをノートに記入さ 
せることで，次時のめあてを明確にして取り組むことができるよう 
にする（資料２３）。 

   ・学習のはじめに「挑戦する技」と「具体的な手立て」，「つかんだコツ」を児童

に発表させることで，同じ技に取り組む児童と情報を共有できるようにする。 
・ペアやグループで活動を行うことで，学習中に個人のめあてを達成できた児

童は話し合って次のめあてをもつことができるようにする。未達成の児童も

手立てを話し合ったり，新しいめあてを立てたりすることができると考える。 

 手立て２ 解決方法を理解させるための手立て 

・ノートに技の図を貼り，そこに「つかんだコツ」を書き込むことにより， 
 解決方法をいつでも振り返ることができるようにする（資料２４）。 

 ・視聴覚教育機器を用いて技を行っている様子を撮影することで，個人やグループで良い点やつまずき，

改善点を見付けられるようにする。 
・具体的な目標物や位置を提示することで，体の使い方に意識を向けさせるようにする。 

手立て３ 関わり合いを充実させるための手立て 

・友達が技を行う際に，口伴奏でポイントを意識できるようにする。また，視聴覚教育機器で撮影を行い，

良い点や改善点を話し合えるようにする。 
・ペアやグループで技の練習を行う前に，「技の名前」や「見てほしいポイント」を友達に伝えてから行う

ことで，相手が何について助言をすれば良いか明確になるようにする。 
・学習のまとめの際に，自分の反省だけでなく，友達ができるようになった点も発表させることで，本人

が成長を意識できるようにする。 

学

習

の

流

れ 

時 
間 

はじめ なか まとめ 
１ ２ ３ ４ ５ ６本時 ７ ８ ９ 

0 
 
 

10 
 
 

20 
 
 

30 
 
 

40 
 

45 

オリエンテー

ション 
1 学習課題の

確認 
 
2 学習の進め

方（学習の

約束・めあ

て の 立 て

方） 
3パワーアッ 
プタイムの

動きの確認・

練習 
4 動画を視聴

し，技の動き

のポイント

をつかむ 
５技の組み合

わせを知る 
６試しの運動 

健康観察・準備運動 
パワーアップタイム 
・片膝かけ振り・逆上がり（補助逆上がり）・補助具で回転感覚づくり 

・だるま振り・こうもり振り・つばめ 
演
技
会
を
行
い
，
学
習
を
ま
と
め
る
。 

 

 

・膝掛け振り上がり・逆上がり（補助有り）・かかえ込み回り 
・後方片膝掛け回転・前回り下り・転向前下り・両膝掛け倒立下り 
（・安定した膝掛け振り上がり）（・膝掛け上がり） 
（・片足踏み越し下り）（・両膝掛け振動下り） 

 
 

・上がり技→支持回

転技→下り技 

 
 
 
上がり技 
・安定した膝掛け振り上がり 
・膝掛け上がり 

 
 
 
支持回転技 
・片膝掛け回転 
・安定したかかえ込み回り 
・連続かかえ込み回り 
・後方支持回転 
・前方支持回転 

下り技 
・片足踏み越し下り 
・両膝掛け振動下り 

振り返り・本時のまとめ・次時への見通し・整理運動・健康観察 

ねらい１ できる技を安定してできるようにしよう。 ねらい１ 技の組み

合わせに挑戦しよう。 

ねらい２  

上がり技・下り技に挑戦しよう。 

ねらい２  

支持回転技に挑戦しよう。 

資料２４ つかんだコツ 

［出典：小学校体育「指導・評価・学習 

めあてカード」 株式会社ラピュータ］ 



④本時の指導（６／９） 

過

程 時間 学習内容と活動 本時における仮説との関連 

は

じ

め 

１分 
３分 
８分 
 

１ 挨拶・健康観察 
２ 準備運動 
３ パワーアップタイム 
 ・片膝かけ振り ・逆上がり 
 ・だるま振り  ・こうもり振り 
 ・つばめ 
 ・補助具で回転感覚づくり 

□パワーアップタイム

では，腕や膝，腹部で

の支持を繰り返し行

ったり，補助具で回転

感覚づくりを行った

りして，基礎感覚を養

うことで，主運動に主体的に取り組むことができ

るようにする（手立て２）。 
 
 
 

□等質のペアや３人組で取り組むことで，同じ視点

で関わり合いをもてるようにする。安定させるた

めのコツやポイントを確認しやすいようにする  

（手立て３）。 
 

□活動前に，グループで個人のめあてを確認する場

を設定することで，取り組む技や気を付けるポイ

ントがわかり，補助やアドバイスをしやすくなる

ようにする（手立て３）。 
□取り組む技を選ぶときは，学習ノートを活用し，こ

れまでにできるようになった技のリストを見なが

ら技のポイントやコツを振り返り，解決方法を確

認できるようにする（手立て２）。 
□作成した口伴奏を単

元を通して活用した

り，友達の補助を行

ったりすることで関

わり合いを深め，得

た知識を生かしなが

ら，技のポイントや

コツを共有できるようにする（手立て３）。 
 
□話合いの中で出て

きたアドバイスや，

やってみてつかん

だコツを資料やノ

ートに書き込むこ

とで，解決方法を整

理し，次時のめあて

を具体的に設定できるようにする（手立て１）。 
□自分がつかんだコツや友達ができるようになった

ことを発表することで，「できる」「わかる」喜びを

皆が共有できるようにする（手立て３）。 

な

か 

３分 
 
 
 

10分 
 
 
 
 
３分 
 
 
 
12分 

４ 活動１のめあてを確認 
 

 
 ・個人の手立てを紹介，確認する。 
５ 活動１ 
・等質のペアや３人組で，できる技を 
繰り返し行う。 
 
 

６ 活動２のめあてを確認 
 ・めあての確認 
 
 
７ 活動２ 
 ・個人の手立てや友達に見てほしいポ 

イントを紹介する。 
 ・異質グループで，支持回転技に挑戦 

する。 
 
 
 
 
 
 
 

お

わ

り 

５分 ８ 学習のまとめ 
 ・ノートに本時の振り返りや，次時の

めあて，手立てを記入する。 
 ・本時の振り返りや次時のめあてを発

表する。 
 
 
 
 
 
 
９ 整理運動・健康観察・号令 

 

 

できる技を安定してできるようにしよう。 

支持回転技に挑戦しよう。 



⑤結果と考察 

ア 実態の変容（各学年の重点とする運動ができた児童の変化）［在籍２０名］ 

各学年の重点とする運動についての変容 学習前 学習後 

連続かかえ込み回り ３名 ７名 

逆上がり １６名 １８名 

   

イ 形成的授業評価 

    資料２５は，本単元における形成 

的授業評価の推移を示したもので 

ある。 

「意欲・関心」「学び方」の因子 

が，単元を通して常に高い数値を示 

している。ただし，第４時では，数  

値が下がっている。これは，第３時 

までの学習で，学習のねらいである 

「上がり技と下り技」の習得をほと 

んどの児童が達成していたため，ね 

らいに対しての意欲・関心が下がっ 

たものと考えられる。しかし，第５ 

時からは，ねらいが「支持回転技を 

身に付けること」に変わったため， 

児童の自己評価が再度高まったと 

考えられる。 

「協力」の因子は，上昇し続けているが，第６時に数値が低下している。支持回転技を５時間続けたこ

とによりある程度の上達がみられ，鉄棒が得意な児童も不得意な児童も，友達に見てもらうポイントを伝

えられなくなったことが原因と考えられる。「成果」の因子は，全体を通して低い。これは，第５学年で学

習する内容に「振動系」や「支持回転系」の技が多く，できるようになるまでに反復の練習が必要になる

ため，１時間での達成感を得づらいからであると考えられる。 

 

ウ 成果と課題 

 ○つかんだコツやタイミングをノートに書き込み，全体やグループで共有することができたため，鉄棒

が不得意な児童も友達の考えを参考に自分のめあてを立てたり，練習の場を選んだりすることができ

た。技能面において，学級全体の底上げができたと感じる。また，気付いたことを振り返る資料とし

ても，ノートを活用することができた（仮説１②）。 

○異質グループで活動したことにより，友達と主体的に話し合う姿が見られ，意欲を高く保ったまま学

習を進めていくことができた。特に，得意な児童が不得意な児童に対して，できるようになるための

コツやポイントを伝えることができた。不得意な児童も，得意な児童に見て欲しいポイントを伝える

ことができたため，グループ内で積極的に関わることができた（仮説２③）。 

▲単元計画の作成にあたっては，「上がり技と下り技」の課題を，実態をもとに設定できるとよかった。

単元後半の「回転技」に重点を置くようにすると，児童が主体的に学習に取り組むことができたと考

える。また，取り組む技の内容からも，高学年の鉄棒領域においては，他領域との組み合わせによる

単元を計画することで，定着が期待できると考える（仮説１①）。 

▲児童が技を習得しやすくするためには，段階的な指導方法をより細かく考えていかなければならない。

また，その技だけでなく，既習の技や今後学習する技にも生かせるようにする必要がある。特に，支

持回転技では，どのような点に気を付けるかといった関わり合いの視点を与えることで，より積極的

な関わり合いが期待できたと考える（仮説１②，仮説２③）。 

▲鉄棒運動のような技能の差がはっきりとわかる運動領域では，指導者や友達からの声かけで，小さな

成長を称賛して意欲を保持させたり，児童が自分の成長を感じることができるようにしたりしていく

必要がある(仮説２③)。 

資料２５ 形成的授業評価（３点満点）  

 ※悪天候のため,７時以降を実施できず 
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（４）第６学年２組 

①単元名 器械運動「跳び箱運動」 

 

②単元計画 

 

③指導の実際 

手立て１ めあてをもたせるための手立て 

  ・オリエンテーションでは，単元を通して取り組む「集団跳び箱」

を示すことで，活動内容を理解させ，めあてをもつことができる

ようにする。 
・オリエンテーションで，取り組む技の手本映像を視聴させ，技の

イメージを捉えさせたり，技のポイントを理解させたりする。 
・理想の姿や手本映像を，視聴覚教育機器に資料として保存してお

き，いつでも技のポイントを振り返ることができるようにする。 
  ・試しの運動を撮影して手本映像と比較させ，自分の課題をノートに書いておく。それをもとに活動のめ

あてをもつことができるようにする（資料２６）。 
 

  手立て２ 解決方法を理解させるための手立て 

・単元の前半では，似た課題をもつ児童による等質グループを編成し，

活動する。後半は，異質グループを編成し，「集団跳び箱」に挑戦する。

そのことで，めあてに応じた場の設定や用具の活用ができるようにす

る（資料２７）。 
 

手立て３ 関わり合いを充実させるための手立て 

・動きのポイントを表す口伴奏を児童の発言をもとに作ることで，運動のイメージを抱いて取り組むこと

ができるようにする。「集団跳び箱」では，動きを合わせる合図などにも口伴奏を活用する。 
・単元前半は，似た課題をもつ等質グループを編成し，場や用具を有効に活用して活動できるようにする。 
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ション 
１学習課題の

確認 
２学習の進め

方 
（学習の約

束・めあて

のたて方） 
３パワーアッ

プタイムの

動きの確認 
４動画を視聴

し，技の動き

の特性をつ

かむ 
５集団跳び箱

の提示 
６試しの運動 

健康観察・準備運動 

演
技
会
を
行
い
，
学
習
を
ま
と
め
る 

パワーアップタイム 
・ねこちゃん体操 
・折り返しの運動（うさぎ跳び・前転・かえるの足打ち） 
 
 
 

・かかえ込み跳び  

・台上前転 

・安定した台上前転 

 
 
 

・開脚跳び     ・安定した開脚跳び 

・大きな開脚跳び  ・台上前転 

・安定した台上前転 ・大きな台上前転 

・かかえ込み跳び  ・首はね跳び 

・頭はね跳び 

 
 

 

・大きな台上前転 

・首はね跳び 

・頭はね跳び 

 

 

 

 
・みんなでそろって跳んでみる 
・違う方向から一緒に跳んでみる 

振り返り・本時のまとめ・次時への見通し・整理運動・健康観察 

資料２６ 技の説明に自分の課題 

   点を示したノート 

［出典：跳び箱運動の指導法 小学館］ 

資料２７ 協力して場の作り替 

   えや用具を工夫している 

ねらい１  
できそうな基本技に挑戦しよう。 

ねらい２  
できる技で友達と集団跳び箱をしよう。 

ねらい２  
新しい技に挑戦しよう。 



④本時の指導（６／９） 

過

程 時間 学習内容と活動 本時における仮説との関連 

は

じ

め 

１分 
３分 
４分 

１ 挨拶・健康観察 
２ 準備運動 
３ パワーアップタイム  
（ねこちゃん体操） 
（折り返しの運動） 
 ・マットの横幅を使ったうさぎ跳び 
 ・前転 
 ・かえるの足打ち 

□パワーアップタイム 
では，取り組む技に 
つながる基礎感覚づ 
くりや折り返しの運 
動を取り入れ，正し 
い動きを意識できる 
ようにする（手立て２）。 

 
□活動の前に，グルー

プ内でお互いのめあ

てを確認し，共有す

る。その後，全体で 
個々のめあてを確認

していく。めあてを

設定した理由を問い返すことで，めあての焦点化・

意識化を図るようにする（手立て３）。 
 
 
 
 
□自分以外の

友達のめあ

ても確認で

きるように

ノートをま

と め て お

く。気が付いたことや留意点が見つかったときに

は，メモをとるようにする（手立て１）。 
 
 
 
□異質グループで，様々な動きを繰り返したり組み

合わせたりした集団跳び箱ができるようにする。

活動中はグループ内の役割分担をすることで，全

員が関わり合えるようにする（手立て３）。 
 
□自分の動きを視聴覚教育機器で撮影して確認した

り，友達と共有し助言し合ったりすることにより，

自分のつまずきに気付くことができるようにする

（手立て２）。 
□ペアグループと見

合うことで，いろ

いろな視点から技

の出来ばえを評価

できるようにする

（手立て３）。 

な

か 

５分 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

12分 
 
 
 
 
 
 
３分 
 
 
 
12分 

４ 活動１のめあての確認 
 ・グループでそれぞれのめあてを伝え

合い，練習方法や役割などを確認す

る。 
   ◇道具を使って 

◇動画を使って 
   ◇見る視点を分担して 
   ◇補助をして 
 ・活動１のめあてを発表する。 
 

 
５ 活動１ 
 ・グループで話し合った練習方法をも 

とに練習をする。 
 
 
 
 
６ 活動２のめあての確認 
・活動２のめあてを発表する。 

 
 

７ 活動２ 集団跳び箱の動き 
 
 
 

お

わ

り 

５分 
 
 
 
 

８ 学習のまとめ 
・振り返りと感想をノートに書く。 
・学習の感想を発表する。 
・本時の学習から次時のめあてや見通 
しをもつ。 

９ 整理運動・健康観察・号令 
・静的ストレッチを行う。 
・健康観察を行う。 
・挨拶をする。 

できそうな技に挑戦しよう。 

できる技で，友達と集団跳び箱をしよう。 



⑤結果と考察 

ア 実態の変容（各学年の重点とする運動ができた児童の変化）［在籍２６名］ 

各学年の重点とする運動についての変容 学習前 学習後 

かかえ込み跳び 横５段 １０名 １４名 

首・頭はね跳び 縦５段 ５名 ７名 

   

イ 形成的授業評価 

「意欲・関心」，「学び方」，「協 

力」の３因子については，単元を 

通して高い水準であった。特に 

「協力」因子については，グルー 

プにおける関わり合いが十分に 

機能していた証であると考えら 

れる。視聴覚教育機器を活用しな 

がら互いにアドバイスをし合う 

姿も多く見られていた。学習ノー 

トの振り返りを見ると，「関わり 

合いを通して成果を感じること 

ができた」という表現もあった。 

しかし，第６時を見ると，特に 

「意欲・関心」，「学び方」因子が 

下がっている。これは，第５時から取り入れた「集団跳び箱」によるものと考えられる。活動内容や工夫

の手立てを児童が十分に理解できなかったためであろう。また，「成果」因子については，単元を通して低

い。重点として取り組んだ技の難易度が高かったことが要因として考えられる。 

      

ウ 成果と課題 

 ○単元前半では，似た課題をもつ等質グループで取り組んだ。同じ目線をもちながら，学習を進めることで動

きや技のポイントを明らかにすることができた。また，学習ノートについても効果的に活用することができた。

単元前半で気付いたことを，単元全体を通して振り返ることができた（仮説１①，仮説２③）。 

○めあての問い返しを行うことで，めあてが明確になり，相手に自分が見てもらいたいポイントを，明確に伝え

ることができた。そして，活発な関わり合いにもつながった（仮説１①）。 

○視聴覚教育機器を活用した教え合いが活発に行われた。手本の動画や資料と自分の試技を見比べて，気

を付けるポイントを明確にすることができた。また，関わり合いの中で，友達から受けたアドバイスをもとに，

練習した結果，技が上達し，達成感を得たり，新たな意欲をもったりすることができた（仮説２③）。 

▲「集団跳び箱」については，取り組み方の提示が不十分になってしまった。オリエンテーションで，具体的な

関わり方や工夫の例を理想の姿として示すことが必要であった。友達とどのように合わせるのか，例示しな

がら学習を進めることで，より主体性を引き出すことができたと考える（仮説１①）。 

▲難易度が高い技に対して，よりそれぞれの課題に応じた手立てを示していく必要があった。また，達成感を

児童が得られるようにするために，細かくステップを示して，取り組ませていくことも必要だった（仮説１②）。 

▲学習成果を実感できる声かけや場が，さらに必要であった。細かな成果を認めるための声かけや，手本とし

て試技させることにより，さらに児童の達成感を引き出すことができたと考える（仮説２③）。 

 

 

 

資料２８ 形成的授業評価 
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